
(57)【要約】

【課題】超小型固体撮像素子を使用する場合でも、市販

の電子部品の搭載を容易にし、超小型固体撮像素子を生

かした立体電子内視鏡の細径化を図る。

【解決手段】右側ＣＣＤデバイス１０Ｒに、その左右幅

と略同一幅ｄ１ の前側基板部１７ａ，１８ａとそれより

も大きな幅ｄ２ の後側基板部１７ｂ，１８ｂから構成し

た右側回路基板１６Ｒを接続し、左側ＣＣＤデバイス１

０Ｌにも、同様に幅ｄ１ の前側基板部２２ａ，２３ａと

大きな幅ｄ２ の後側基板部２２ｂ，２３ｂから構成した

左側回路基板１６Ｌを接続し、これら回路基板をリード

線１３に接続すると共に、後側基板部１７ｂ，２３ｂに

電子部品２０，２４を搭載する。これによれば、他方の

ＣＣＤの背面側領域へ張り出させて大きく形成した後側

基板部１７ｂ，１８ｂに、市販の電子部品２０，２４が

容易に搭載できる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス が 左 右 に ２ 個 並 設 さ れ 、 こ の 左 右 の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 背 面 側
に 、 電 子 部 品 を 搭 載 し た 左 右 の 回 路 基 板 が 配 置 さ れ る 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に お い て
、
上 記 左 右 の 回 路 基 板 は 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 左 右 幅 と 略 同 一 幅 に 形 成 さ れ た 前 側
基 板 部 と 、 こ の 前 側 基 板 部 の 後 側 に 設 け ら れ 、 他 方 の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 左 右 幅 の 背
面 側 領 域 に 張 り 出 す 状 態 で 上 記 前 側 基 板 部 の 幅 よ り も 大 き な 幅 に 形 成 さ れ た 後 側 基 板 部 と
か ら 構 成 し 、 こ の 後 側 基 板 部 に 上 記 電 子 部 品 を 搭 載 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 立 体
電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 左 右 の 一 方 の 回 路 基 板 を 上 記 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 側 、 他 方 の 回 路 基 板 を 下 側 へ
配 置 し 、 こ の 上 側 の 回 路 基 板 に は そ の 下 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付 け 、 上 記 下 側 の 回 路 基 板 に
は そ の 上 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 立 体 電 子 内 視 鏡
用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 左 右 の 回 路 基 板 を 上 記 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 下 中 央 部 に 重 ね る よ う に 配 置 し 、 上
側 に 位 置 す る 回 路 基 板 に は そ の 上 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付 け 、 下 側 に 位 置 す る 回 路 基 板 で は
そ の 下 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 上 記 請 求 項 １ 記 載 の 立 体 電 子 内 視 鏡 用
撮 像 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 、 特 に 細 長 い 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 被 観 察 体 を 立 体 視 す
る た め の 左 右 一 対 の 対 物 光 学 系 及 び 固 体 撮 像 素 子 が 配 置 さ れ た 撮 像 装 置 の 回 路 構 成 に 関 す
る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
立 体 電 子 内 視 鏡 装 置 は 、 立 体 電 子 内 視 鏡 （ ス コ ー プ ） の 挿 入 部 の 先 端 部 に 、 左 右 一 対 の 対
物 光 学 系 及 び 固 体 撮 像 素 子 で あ る Ｃ Ｃ Ｄ （ Ｃ ｈ ａ ｒ ｇ ｅ 　 Ｃ ｏ ｕ ｐ ｌ ｅ ｄ 　 Ｄ ｅ ｖ ｉ ｃ ｅ
） を 有 す る 撮 像 装 置 を そ れ ぞ れ 配 置 し 、 こ の 撮 像 装 置 で 得 ら れ た 左 右 の 映 像 信 号 に 基 づ い
て 被 観 察 体 を 立 体 視 す る こ と が で き る も の で あ る 。 そ し て 、 こ の 立 体 電 子 内 視 鏡 用 の 撮 像
装 置 と し て は 、 従 来 か ら 通 常 の 電 子 内 視 鏡 に 用 い ら れ て い る 撮 像 装 置 が 適 用 さ れ る こ と に
な り 、 こ の 撮 像 装 置 と し て は 、 例 え ば 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ９ ８ ６ ３ 号 等 に 示 さ れ る も の が
あ る 。 こ の 文 献 の 装 置 は 、 固 体 撮 像 素 子 チ ッ プ の 投 影 面 積 内 に 回 路 基 板 や 電 子 部 品 を 納 め
る よ う に し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
一 方 、 近 年 の Ｃ Ｃ Ｄ 等 の 固 体 撮 像 素 子 の 進 歩 は 著 し く 、 サ イ ズ が １ ／ １ ０ イ ン チ と な る 超
小 型 の Ｃ Ｃ Ｄ の 実 用 化 が 現 実 と な っ て い る 。 こ の １ ／ １ ０ イ ン チ の Ｃ Ｃ Ｄ は 、 ２ × ２ （ ｍ
ｍ ） 程 度 の 大 き さ か ら な り 、 こ れ を 立 体 電 子 内 視 鏡 の 左 右 一 対 の Ｃ Ｃ Ｄ と し て 組 み 込 む こ
と に よ り 、 細 径 化 さ れ た 実 用 的 な 立 体 電 子 内 視 鏡 の 実 現 が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ９ ８ ６ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に 超 小 型 の Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い る 場 合 に 、 一 緒 に 搭 載
さ れ る 電 子 部 品 の 大 き さ と の 関 係 で 撮 像 装 置 の 内 視 鏡 径 方 向 の 大 き さ を 十 分 に 小 さ く す る
こ と が で き な い と い う 問 題 が あ る 。 即 ち 、 こ の 種 の 撮 像 装 置 で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ を 接 続 す る 回 路
基 板 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ の 出 力 端 子 直 後 に 接 続 さ れ る プ リ ア ン プ を 構 成 す る 抵 抗 、 ト ラ ン ジ ス タ 等
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の 電 子 部 品 が 搭 載 さ れ る が 、 従 来 の 撮 像 装 置 に 用 い ら れ て い た Ｃ Ｃ Ｄ は 、 上 記 の 抵 抗 、 ト
ラ ン ジ ス タ 等 に 比 べ 比 較 的 大 き い こ と か ら 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ９ ８ ６ ３ 号 の よ う に Ｃ Ｃ
Ｄ の 背 面 の 領 域 内 に 配 置 す る こ と が で き た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
し か し 、 特 殊 な 部 品 で は な く 市 販 の チ ッ プ 部 品 を 用 い る 場 合 、 上 記 の プ リ ア ン プ を 構 成 す
る ト ラ ン ジ ス タ は 、 小 さ い サ イ ズ の も の で 、 １ ． ４ × １ ． ２ × ０ ． ６ （ ｍ ｍ ） も あ り 、 ま
た 抵 抗 は ０ ． １ Ｗ の も の で 、 サ イ ズ が １ ． ６ × ０ ． ８ × ０ ． ３ （ ｍ ｍ ） と な り 、 上 述 し た
よ う な ２ × ２ （ ｍ ｍ ） 程 度 の 小 さ な Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い る と 、 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ９ ９ ８ ６ ３ 号 に
示 さ れ る よ う な 構 成 で は 、 電 子 部 品 を Ｃ Ｃ Ｄ の 投 影 面 積 内 に 収 め る こ と が 困 難 と な る 。 従
っ て 、 従 来 の 撮 像 装 置 で は 、 超 小 型 の Ｃ Ｃ Ｄ を 生 か し て 立 体 電 子 内 視 鏡 の 細 径 化 を 図 る こ
と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 は 、 超 小 型 の 固 体 撮 像 素 子 を
使 用 す る 場 合 で も 、 市 販 の 電 子 部 品 を 容 易 に 搭 載 す る こ と が で き 、 超 小 型 の 固 体 撮 像 素 子
を 生 か し た 立 体 電 子 内 視 鏡 の 細 径 化 を 図 る こ と が で き る 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 を 提 供
す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 係 る 発 明 は 、 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス （ カ バ ー ガ ラ
ス と 固 体 撮 像 素 子 と の 組 付 け 体 ） が 左 右 に ２ 個 並 設 さ れ 、 こ の 左 右 の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ
ス の 背 面 側 に 、 電 子 部 品 を 搭 載 し た 左 右 の 回 路 基 板 が 配 置 さ れ る 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装
置 に お い て 、 上 記 左 右 の 回 路 基 板 は 、 上 記 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 左 右 幅 （ チ ッ プ に 平 行
な 方 向 又 は 内 視 鏡 系 方 向 の 幅 ） と 略 同 一 幅 （ 少 し 大 き な 幅 又 は 少 し 小 さ い 幅 を 含 む ） に 形
成 さ れ た 前 側 基 板 部 と 、 こ の 前 側 基 板 部 の 後 側 に 設 け ら れ 、 他 方 の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス
の 左 右 幅 の 背 面 側 領 域 に 張 り 出 す 状 態 で 上 記 前 側 基 板 部 の 幅 よ り も 大 き な 幅 に 形 成 さ れ た
後 側 基 板 部 と か ら 構 成 し 、 こ の 後 側 基 板 部 に 上 記 電 子 部 品 を 搭 載 す る よ う に し た こ と を 特
徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ に 係 る 発 明 は 、 上 記 左 右 の 一 方 の 回 路 基 板 を 上 記 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 側 、
他 方 の 回 路 基 板 を 下 側 へ 配 置 し 、 こ の 上 側 の 回 路 基 板 に は そ の 下 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付 け
、 上 記 下 側 の 回 路 基 板 に は そ の 上 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 。
請 求 項 ３ に 係 る 発 明 は 、 上 記 左 右 の 回 路 基 板 を 上 記 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 下 （ 方 向 ）
中 央 部 に 重 ね る よ う に 配 置 し 、 上 側 に 位 置 す る 回 路 基 板 に は そ の 上 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付
け 、 下 側 に 位 置 す る 回 路 基 板 で は そ の 下 面 に 電 子 部 品 を 取 り 付 け る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
上 記 の 構 成 に よ れ ば 、 左 右 の 一 つ の 回 路 基 板 と し て 、 例 え ば 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 左 右
幅 と 略 同 一 の 幅 と な る 前 側 基 板 部 と こ の 前 側 基 板 部 の 幅 よ り も 大 き な 幅 と な る 後 側 基 板 部
を 一 体 に し た も の が 形 成 さ れ 、 こ の 回 路 基 板 が 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス 側 面 部 の リ ー ド 線 を
接 続 し た 状 態 で 、 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 背 面 側 （ 撮 像 面 の 反 対 側 ） に 配 置 さ れ る 。 こ れ
に よ っ て 、 右 側 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 後 側 基 板 部 は 左 側 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 左 右 幅
の 背 面 側 領 域 に 張 り 出 し 、 左 側 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 後 側 基 板 部 は 右 側 固 体 撮 像 素 子 デ
バ イ ス の 左 右 幅 の 背 面 側 領 域 に 張 り 出 す こ と に な り 、 そ れ ぞ れ の 大 き な 幅 の 後 側 基 板 部 の
左 右 が 二 つ の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス を 並 べ た 全 体 の 左 右 幅 の 背 面 側 領 域 内 に 収 納 さ れ る 。
従 っ て 、 超 小 型 化 さ れ た Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い る 場 合 で も 、 従 来 の 電 子 部 品 を 大 き な 幅 と し た 後 側
基 板 部 に 容 易 に 搭 載 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
ま た 、 上 記 の 電 子 部 品 は 、 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 側 と 下 側 の 背 面 側 へ 配 置 し た 左 右 の
回 路 基 板 で 挟 ま れ る 中 央 空 間 に 配 置 さ れ る よ う に 取 り 付 け 、 又 は 上 記 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ
ス の 上 下 中 央 部 の 背 面 側 に 重 ね る よ う に 配 置 し た 左 右 の 回 路 基 板 の 上 側 の 上 面 と 下 側 の 下
面 に 取 り 付 け る よ う に す れ ば 、 電 子 部 品 を 回 路 基 板 に 効 率 よ く 配 置 す る こ と が で き る 。 こ
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の 結 果 、 電 子 部 品 を 搭 載 し た 回 路 基 板 全 体 の 上 下 が 、 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 下 幅 （ こ
れ と 略 同 一 の 幅 ） の 背 面 側 領 域 内 に 収 め ら れ 、 回 路 基 板 全 体 に お い て も 、 二 つ の 固 体 撮 像
素 子 デ バ イ ス を 並 べ た と き の 上 下 、 左 右 の 幅 で 決 定 さ れ る 長 方 形 面 積 （ こ れ と 略 同 一 の 面
積 ） の 背 面 側 領 域 内 に 収 納 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ に は 、 第 １ 実 施 例 に 係 る 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 の 構 成 が 示 さ れ 、 図 ２ に は こ の 装
置 の 組 立 て 前 の 状 態 が 示 さ れ 、 図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に は 右 側 回 路 基 板 の 詳 細 、 図 ３ （ Ｄ ）
に は 左 側 撮 像 装 置 の 詳 細 が 示 さ れ て い る 。 こ れ ら の 図 に 示 さ れ る よ う に 、 被 観 察 体 を 立 体
視 す る た め に Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス （ 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス ） １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ が 左 右 位 置 に 配 置
さ れ る 。 こ の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ １ １ の 撮 像 面 側 に こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ １
と 略 同 一 幅 と な る カ バ ー ガ ラ ス １ ２ を 接 着 し て 構 成 さ れ 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ １ １ と カ バ ー ガ ラ ス
１ ２ と の 間 （ の 上 下 側 ） か ら 、 Ｃ Ｃ Ｄ 端 子 に 接 続 さ れ た リ ー ド 線 １ ３ が 外 部 へ 引 き 出 さ れ
て い る 。 こ の よ う な Ｃ Ｃ Ｄ １ １ 、 リ ー ド 線 １ ３ 及 び カ バ ー ガ ラ ス １ ２ の 組 付 け 体 で あ る Ｃ
Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ ） と し て は 、 例 え ば Ｔ Ａ Ｂ （ Ｔ ａ ｐ ｅ 　 Ａ ｕ ｔ ｏ ｍ ａ ｔ ｅ ｄ
　 Ｂ ｏ ｎ ｄ ｉ ｎ ｇ ） 方 式 で 製 作 さ れ る も の が あ る 。 な お 、 左 右 の 対 物 光 学 系 は 図 に は 示 し
て い な い が 上 記 カ バ ー ガ ラ ス １ ２ の 前 側 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
上 記 左 右 の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 背 面 側 に は 、 そ れ ぞ れ の 支 持 台 板 １ ４ が 設 け
ら れ 、 こ れ ら の 支 持 台 板 １ ４ を 介 し て 右 側 回 路 基 板 １ ６ Ｒ と 左 側 回 路 基 板 １ ６ Ｌ が 取 り 付
け ら れ る 。 こ れ ら 右 側 回 路 基 板 １ ６ Ｒ と 左 側 回 路 基 板 １ ６ Ｌ は 、 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ，
１ ０ Ｌ か ら 突 出 す る 上 下 の リ ー ド 線 １ ３ の そ れ ぞ れ を 接 続 す る た め の ２ 枚 の 基 板 （ フ レ キ
シ ブ ル 基 板 又 は 硬 質 基 板 ） を 重 ね る よ う に し て 形 成 さ れ 、 か つ 後 述 の よ う に 前 側 基 板 部 と
後 側 基 板 部 か ら な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
図 ３ （ Ａ ） ～ （ Ｃ ） に は 、 右 側 回 路 基 板 １ ６ Ｒ の 詳 細 が 示 さ れ て お り 、 図 示 さ れ る よ う に
、 右 側 回 路 基 板 １ ６ Ｒ は 、 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ の 左 右 幅 Ｄ １ と 略 同 一 の 幅 （ 内 視 鏡
径 方 向 の 幅 で 、 上 記 左 右 幅 Ｄ １ よ り も 少 し 大 き な 幅 又 は 少 し 小 さ い 幅 を 含 む も の と す る ）
ｄ １ の ２ 枚 の 前 側 基 板 部 １ ７ ａ ， １ ８ ａ と 、 こ の ｄ １ （ 及 び 上 記 Ｄ １ ） よ り も 大 き な 幅 ｄ

２ ［ 好 ま し く は 、 図 １ （ Ａ ） に 示 さ れ る よ う に 並 設 し た ２ つ の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス 全 体 幅 Ｄ ３

よ り も 小 さ い 幅 ］ の ２ 枚 の 後 側 基 板 部 １ ７ ｂ ， １ ８ ｂ か ら な り 、 こ の １ ７ ａ 及 び １ ７ ｂ が
上 側 基 板 １ ７ と な り 、 上 記 １ ８ ａ 及 び １ ８ ｂ が 下 側 基 板 １ ８ と な る 。 こ れ ら 基 板 １ ７ ， １
８ の 両 面 に は 、 所 定 の プ リ ン ト 配 線 が 形 成 さ れ て お り 、 上 側 基 板 １ ７ の 表 面 で は 、 図 ３ （
Ａ ） の よ う な プ リ ン ト 配 線 を 介 し て 各 種 の 電 子 部 品 （ 抵 抗 、 ト ラ ン ジ ス タ 、 コ ン デ ン サ 等
） ２ ０ が 接 続 さ れ 、 下 側 基 板 １ ８ の 裏 面 に は 、 図 ３ （ Ｃ ） の よ う な プ リ ン ト 配 線 が 形 成 さ
れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 こ の 前 側 基 板 部 １ ７ ａ ， １ ８ ａ （ の 端 子 部 ） に は Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ か ら の 上 下
の リ ー ド 線 １ ３ が 接 続 さ れ る が 、 一 方 の 前 側 基 板 部 １ ７ ａ の 長 さ を 図 ３ （ Ｂ ） に 示 さ れ る
よ う に 少 し 長 く し 、 こ の 部 分 を 支 持 台 板 １ ４ の 後 側 を 通 す こ と に よ り 、 後 側 基 板 部 １ ７ ｂ
， １ ８ ｂ を 含 め た 右 側 回 路 基 板 １ ６ Ｒ の 全 体 を 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ の 下 側 に 配 置 す
る 。 こ れ に よ っ て 、 後 側 基 板 部 １ ７ ｂ の 表 面 に 取 り 付 け た 電 子 部 品 ２ ０ を 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ
イ ス １ ０ Ｒ の 上 下 幅 Ｄ ２ に お け る 背 面 側 領 域 内 に 収 納 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
一 方 、 左 側 回 路 基 板 １ ６ Ｌ の 方 も 上 記 右 側 回 路 基 板 １ ６ Ｒ の 構 成 と 同 様 と な っ て お り 、 図
１ に 示 さ れ る よ う に 、 左 側 回 路 基 板 １ ６ Ｌ と し て 、 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｌ と 略 同 一 幅 ｄ １

の ２ 枚 の 前 側 基 板 部 ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ と 、 ｄ １ （ 及 び 上 記 Ｄ １ ） よ り も 大 き な 幅 ｄ ２ の ２ 枚
の 後 側 基 板 部 ２ ２ ｂ ， ２ ３ ｂ を 有 す る 上 側 基 板 ２ ２ 、 下 側 基 板 ２ ３ が 設 け ら れ る 。 こ れ ら
基 板 ２ ２ ， ２ ３ の 両 面 に は 、 所 定 の プ リ ン ト 配 線 が 形 成 さ れ て お り 、 上 側 基 板 ２ ２ の 表 面
（ 上 面 ） に は 、 図 ３ （ Ｃ ） と 同 様 の プ リ ン ト 配 線 が 形 成 さ れ 、 下 側 基 板 ２ ３ の 裏 面 （ 下 面
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） で は 、 図 ３ （ Ｄ ） の よ う な プ リ ン ト 配 線 を 介 し て 各 種 の 電 子 部 品 （ 抵 抗 、 ト ラ ン ジ ス タ
、 コ ン デ ン サ 等 ） ２ ４ が 接 続 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 、 こ の 前 側 基 板 部 ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ に 左 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｌ か ら の 上 下 の リ ー ド 線
１ ３ が 接 続 さ れ 、 一 方 の 前 側 基 板 部 ２ ３ ａ の 長 さ を 図 １ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 少 し 長 く
し て 支 持 台 板 １ ４ の 後 側 を 通 す こ と に よ り 、 左 側 回 路 基 板 １ ６ Ｌ の 全 体 を 左 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ
イ ス １ ０ Ｌ の 上 側 に 配 置 す る 。 こ れ に よ っ て 、 後 側 基 板 部 ２ ３ ｂ の 裏 面 に 取 り 付 け た 電 子
部 品 ２ ４ を Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｌ の 上 下 幅 Ｄ ２ に お け る 背 面 側 領 域 内 に 収 納 す る こ と が で
き る
【 ０ ０ １ ８ 】
第 １ 実 施 例 で は 、 図 ２ に 示 さ れ る よ う に 、 右 側 回 路 基 板 １ ６ Ｒ と 左 側 回 路 基 板 １ ６ Ｌ が 、
支 持 台 板 １ ４ を 介 し て 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ と 左 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｌ の リ ー ド 線
１ ３ に 接 続 さ れ 、 こ れ ら 左 右 の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ を 図 １ の よ う に 所 定 の 間 隔
で 左 右 方 向 に 並 べ る こ と に よ り 、 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 が 組 み 立 て ら れ る 。 こ の と き
、 図 １ （ Ａ ） か ら も 理 解 さ れ る よ う に 、 左 側 回 路 基 板 １ ６ Ｌ の 後 側 基 板 部 ２ ２ ｂ ， ２ ３ ｂ
は 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ の 左 右 幅 Ｄ １ の 背 面 側 領 域 ま で 張 り 出 し 、 ま た 右 側 回 路 基 板
１ ６ Ｒ の 後 側 基 板 部 １ ７ ｂ ， １ ８ ｂ は 左 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｌ の 左 右 幅 Ｄ １ の 背 面 側 領
域 ま で 入 り 込 み 、 こ の 結 果 、 こ れ ら 左 右 の 回 路 基 板 １ ６ Ｒ ， １ ６ Ｌ の 左 右 は 、 並 設 し た Ｃ
Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 全 体 幅 Ｄ ３ の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス 背 面 側 領 域 内 に 収 ま る こ と に
な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
な お 、 回 路 基 板 １ ６ Ｒ ， １ ６ Ｌ の そ れ ぞ れ を 上 記 全 体 幅 Ｄ ３ の 背 面 側 領 域 内 に 収 め る た め
に は 、 後 側 基 板 部 １ ７ ｂ ， １ ８ ｂ ， ２ ２ ｂ ， ２ ３ ｂ の 幅 ｄ ２ を 、 並 設 し た Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス
全 体 幅 Ｄ ３ よ り 小 さ く す れ ば よ い が 、 フ レ キ シ ブ ル 基 板 と し た 場 合 は 上 記 全 体 幅 Ｄ ３ よ り
も 大 き い も の で あ っ て も 、 側 面 側 へ 折 り 曲 げ る こ と に よ り 全 体 幅 Ｄ ３ の 領 域 内 で の 収 納 が
可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ま た 、 こ の 左 右 の 回 路 基 板 １ ６ Ｒ ， １ ６ Ｌ の 上 下 は 、 図 １ （ Ｂ ） に 示 さ れ る よ う に 、 左 右
の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 上 下 幅 Ｄ ２ と 略 同 等 の 幅 の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス 背 面 側 領 域
内 に 収 ま り 、 こ の 結 果 、 第 １ 実 施 例 の 撮 像 装 置 の 内 視 鏡 径 方 向 の 断 面 の 大 き さ を 、 Ｃ Ｃ Ｄ
デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 左 右 の 全 体 幅 （ 横 幅 ） Ｄ ３ と 上 下 幅 （ 縦 幅 ） Ｄ ２ で 決 定 さ れ る
長 方 形 の 面 積 と 略 同 一 の 面 積 に す る こ と が で き る 。 そ し て 、 こ の 第 １ 実 施 例 に よ れ ば 、 サ
イ ズ が １ ／ １ ０ イ ン チ と な る 超 小 型 の Ｃ Ｃ Ｄ １ １ を 用 い た 場 合 で も 、 こ の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス
１ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 左 右 幅 Ｄ １ よ り も 大 き な 幅 の 回 路 基 板 １ ６ Ｒ ， １ ６ Ｌ （ 後 側 基 板 部 １ ７
ｂ ， ２ ３ ｂ ） が 用 い ら れ る の で 、 市 販 の 電 子 部 品 ２ ０ ， ２ ４ を 容 易 に 搭 載 す る こ と が 可 能
と な る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
図 ４ に は 、 回 路 基 板 を Ｃ Ｃ Ｄ の 上 下 中 央 部 に 配 置 し た 第 ２ 実 施 例 の 構 成 が 示 さ れ て い る 。
図 ４ に は 、 第 ２ 実 施 例 の 撮 像 装 置 の 側 面 ［ 図 １ （ Ｂ ） に 対 応 す る も の ］ が 示 さ れ て お り 、
こ の 第 ２ 実 施 例 で は 、 図 示 さ れ て い な い 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ の た め の 右 側 回 路 基 板
２ ６ Ｒ と し て 、 前 側 基 板 部 ２ ７ ａ 及 び 後 側 基 板 部 ２ ７ ｂ か ら な る 上 側 基 板 ２ ７ と 、 前 側 基
板 部 ２ ８ ａ 及 び 後 側 基 板 部 ２ ８ ｂ か ら な る 下 側 基 板 ２ ８ が 設 け ら れ る 。 こ の ２ 枚 の 基 板 ２
７ ， ２ ８ は 、 両 方 の 前 側 基 板 部 ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ を 支 持 台 板 １ ４ の 背 面 を 通 す こ と に よ っ て
、 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ の 上 下 中 央 部 に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
一 方 、 図 示 の 左 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｌ の た め の 左 側 回 路 基 板 ２ ６ Ｌ と し て 、 前 側 基 板 部
３ １ ａ 及 び 後 側 基 板 部 ３ １ ｂ か ら な る 上 側 基 板 ３ １ と 、 前 側 基 板 部 ３ ２ ａ 及 び 後 側 基 板 部
３ ２ ｂ か ら な る 下 側 基 板 ３ ２ が 設 け ら れ 、 こ の ２ 枚 の 基 板 ３ １ ， ３ ２ は 、 両 方 の 前 側 基 板
部 ３ １ ａ ， ３ ２ ａ を 支 持 台 板 １ ４ の 背 面 を 通 す こ と に よ っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｌ の 上
下 中 央 部 で 上 記 右 側 回 路 基 板 ２ ６ Ｒ の 上 側 に 重 ね ら れ る よ う に し て 配 置 さ れ る 。 そ し て 、
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上 記 後 側 基 板 部 ２ ８ ｂ の 下 面 に 電 子 部 品 ２ ０ 、 上 記 後 側 基 板 部 ３ １ ｂ の 上 面 に 電 子 部 品 ２
４ が 搭 載 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
こ の よ う な 第 ２ 実 施 例 に よ っ て も 、 電 子 部 品 ２ ０ ， ２ ４ を 搭 載 し た 右 側 回 路 基 板 ２ ６ Ｒ と
左 側 回 路 基 板 ２ ６ Ｌ の 両 方 が 、 左 右 に 並 設 し た Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス １ ０ Ｒ ， １ ０ Ｌ の 全 体 幅 Ｄ

３ と 上 下 幅 Ｄ ２ で 決 定 さ れ る 長 方 形 面 積 （ こ れ と 略 同 一 面 積 ） の Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス 背 面 側 領
域 内 に 収 め ら れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 、 本 発 明 に よ れ ば 、 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に 用 い ら れ る 左 右 の 回
路 基 板 を 、 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 左 右 幅 と 略 同 一 幅 又 は そ れ よ り も 小 さ い 幅 の 前 側 基 板
部 と 、 他 方 の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 左 右 幅 の 背 面 側 領 域 に 張 り 出 す よ う に 前 側 基 板 部 の
幅 よ り も 大 き な 幅 と し た 後 側 基 板 部 と か ら 構 成 し 、 こ の 後 側 基 板 部 に 電 子 部 品 を 搭 載 す る
よ う に し た の で 、 超 小 型 の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス を 使 用 す る 場 合 で も 、 市 販 の 電 子 部 品 を
回 路 基 板 に 容 易 に 搭 載 す る こ と が で き 、 超 小 型 の 固 体 撮 像 素 子 を 生 か し な が ら 立 体 電 子 内
視 鏡 の 細 径 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 左 右 の 回 路 基 板 を 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 側 と 下 側 の 背 面 側 へ 配 置 し 、 こ れ ら の
上 下 の 回 路 基 板 で 挟 ま れ る 中 央 空 間 に 上 記 電 子 部 品 を 配 置 す る よ う に し 、 更 に は 左 右 の 回
路 基 板 を 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 下 中 央 部 の 背 面 側 に 重 ね て 配 置 し 、 こ の 上 側 回 路 基 板
の 上 面 と 下 側 回 路 基 板 の 下 面 に 上 記 電 子 部 品 を 取 り 付 け る よ う に す れ ば 、 左 右 の 回 路 基 板
の 全 体 の 上 下 を 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス の 上 下 幅 と 略 同 一 の 幅 の 背 面 側 領 域 内 に 収 め る こ と
が 可 能 と な り 、 こ の 結 果 、 左 右 の 回 路 基 板 全 体 を 、 並 設 し た 二 つ の 固 体 撮 像 素 子 デ バ イ ス
の 上 下 、 左 右 の 幅 で 決 定 さ れ る 長 方 形 面 積 （ こ れ と 略 同 一 の 面 積 ） の 背 面 側 領 域 内 に 収 納
で き る と い う 利 点 が あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 例 に 係 る 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 し 、 図 １ （ Ａ ）
は 上 面 図 、 図 １ （ Ｂ ） は 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 第 １ 実 施 例 装 置 の 構 成 を 分 解 し て 示 す 分 解 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 第 １ 実 施 例 の 回 路 基 板 の 詳 細 を 示 し 、 図 （ Ａ ） は 右 側 回 路 基 板 の 上 面 図 、 図 （ Ｂ
） は 右 側 回 路 基 板 の 側 面 図 、 図 （ Ｃ ） は 右 側 回 路 基 板 の 下 面 図 、 図 （ Ｄ ） は 左 側 回 路 基 板
の 下 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 例 に 係 る 立 体 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 の 構 成 を 示 す 側 面 図 で あ る
。
【 符 号 の 説 明 】
１ ０ Ｒ … 右 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス 、
１ ０ Ｌ … 左 側 Ｃ Ｃ Ｄ デ バ イ ス 、
１ １ … Ｃ Ｃ Ｄ 、 　 　 　 　 １ ２ … カ バ ー ガ ラ ス 、
１ ３ … リ ー ド 線 、 　 　 　 １ ４ … 支 持 台 板 、
１ ６ Ｒ ， ２ ６ Ｒ … 右 側 回 路 基 板 、
１ ６ Ｌ ， ２ ６ Ｌ … 左 側 回 路 基 板 、
１ ７ ａ ， １ ８ ａ ， ２ ２ ａ ， ２ ３ ａ ， ２ ７ ａ ， ２ ８ ａ ， ３ １ ａ ， ３ ２ ａ … 前 側 基 板 部 、
１ ７ ｂ ， １ ８ ｂ ， ２ ２ ｂ ， ２ ３ ｂ ， ２ ７ ｂ ， ２ ８ ｂ ， ３ １ ｂ ， ３ ２ ｂ … 後 側 基 板 部 、
２ ０ ， ２ ４ … 電 子 部 品 。
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